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      ７市７町がフルプランエリア７市７町がフルプランエリア  

県約８５９千人に対して県約８５９千人に対して  
山地面積山地面積  

佐賀佐賀 ４２％４２％  
                          約５４６千人約５４６千人  

２ 

全国全国  ７６％７６％  
水源が乏しい水源が乏しい  

フルプランエリア内における水道用水フルプランエリア内における水道用水  
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   平成４年佐賀東部水道企業団が佐賀市に給水を開始。   

   平成１３年佐賀西部広域水道企業団が用水供給開始。  ３ 



フルプランエリア内の工業用水取水量フルプランエリア内の工業用水取水量  

ｍ3/s 

工業用水の取水量については ほぼ横這い状態 工業用水の取水量については、ほぼ横這い状態。 

 フルプランエリア内の工業用水はほとんどを筑後川水系に依存。 
４ 

フルプランエリア内の工業出荷額フルプランエリア内の工業出荷額フルプランエリア内の工業出荷額フルプランエリア内の工業出荷額

平成14年 
１０，０２９億円 平成19年 

１２ ３６９億円

平成27年 
１２ ６３４億円１２，３６９億円 １２，６３４億円 

平成１９年実績において、既に工業出荷額は、ほぼ想定額達成。平成１９年実績において、既に工業出荷額は、ほぼ想定額達成。 

平成１４年から基礎資材については若干下回り、生活関連については若干上まわっている。

大きく延びたものは加工組立で約１．６倍の延び。 

工業出荷額が主に伸びた要因が加工組立であり 水をあまり必要としなか たため工業出荷額が主に伸びた要因が加工組立であり、水をあまり必要としなかったため、

   取水量の増加に繋がっていない。また、工場内での回収水の増加も一因として考えられる。
 ５ 



筑後川水系内工業団地の状況筑後川水系内工業団地の状況
長崎自動車道路は、全線開通。鳥栖ジャンク長崎自動車道路は、全線開通。鳥栖ジャンク
ション有。ション有。  
九州新幹線（鹿児島 ト）は 平成 年 月九州新幹線（鹿児島 ト）は 平成 年 月

鳥栖北部丘陵新都市 

香田団地 ｸﾞﾘｰﾝ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ･ﾊﾟｰｸ鳥栖 

九州新幹線（鹿児島ルート）は、平成２３年３月１九州新幹線（鹿児島ルート）は、平成２３年３月１
２日に開業を予定。２日に開業を予定。  
九州新幹線（西九州ルート）は、平成２９年に向九州新幹線（西九州ルート）は、平成２９年に向
けて整備中であるけて整備中である  
佐賀東部工業用水路沿線には 現在売り出し中佐賀東部工業用水路沿線には 現在売り出し中佐賀東部工業用水路沿線には、現在売り出し中佐賀東部工業用水路沿線には、現在売り出し中
の工業団地が３団地ある。また、今後の予定との工業団地が３団地ある。また、今後の予定と
して、新産業集積鳥栖エリア等が計画中である。して、新産業集積鳥栖エリア等が計画中である。  
これらの工業団地への企業誘致により、工業用これらの工業団地への企業誘致により、工業用
水の増加が見込め、併せて工場や事務所等で水の増加が見込め、併せて工場や事務所等で
飲料用・炊事用等を目的とした 水道用水の利飲料用・炊事用等を目的とした 水道用水の利飲料用・炊事用等を目的とした、水道用水の利飲料用・炊事用等を目的とした、水道用水の利
用増加が見込まれる。用増加が見込まれる。  
既存企業との連携による地域経済の活性化や既存企業との連携による地域経済の活性化や
雇用の確保・安定化が図られることにより、定住雇用の確保・安定化が図られることにより、定住
者（戸建て・寮・アパート等）の増加が見込まれ者（戸建て・寮・アパート等）の増加が見込まれ
るる

新産業集積エリア鳥栖 

るる。。  
  

  

神埼市南部工業団地 

団 地 名 分譲面積 分譲状況 

鳥栖北部丘陵新鳥栖 46.3   

ｸﾞﾘ ﾝ ｼﾞｽﾃ ｸｽ ﾟ ｸ鳥栖 39 0 分譲中ｸﾞﾘｰﾝ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ･ﾊﾟｰｸ鳥栖 39.0  分譲中

香田工業団地 2.0    

新産業集積エリア鳥栖   計画中 

神埼市南部工業団地 計画中

平成２１年に「東部工業用水道事業あり方検討会報告」において、今後の利用促進について取りまとめが行われ、 
用水型企業の誘致策等に取り組んでいる 

６ 

神埼市南部工業団地   計画中

白石地区の地下水採取量推移白石地区の地下水採取量推移

３，０００ 

（目標値） 

Ｓ５３渇水 Ｈ６渇水 
水道水の地下水取水停止 

（佐賀西部水道企業団から給水開始）
 
昭和４５年「佐賀県公害防止条例」を制定、昭和４９年には地下水採取を規制（吐出口の断面積21ｃｍ2以下）。 
昭和６０年「筑後・佐賀平野地盤沈下防止等対策要綱」を制定、地下水採取目標量３００万ｍ3／年と設定。 

７ 



佐賀平野の地盤沈下推移佐賀平野の地盤沈下推移  

佐賀地区佐賀地区

白石地区 

平成６年の大渇水平成６年の大渇水昭和５３年の渇水昭和５３年の渇水
水道水の地下水から水道水の地下水から  

地表水への転換地表水への転換

昭和５３年や平成６年のように渇水が起こると地下水の汲み上げ量が増大し地盤沈下が大きく進行。 
平成１３年から佐賀西部広域水道企業団から白石地区へ水道水が供給、地盤沈下は沈静化。 

平成６年の大渇水平成６年の大渇水昭和５３年の渇水昭和５３年の渇水 地表水への転換地表水への転換

  

８ 

地下水の汲み上げと地盤沈下地下水の汲み上げと地盤沈下  

地下水の汲み上げ 地盤沈下地下水の汲み上げ 地盤沈下 

深井戸からの揚水状況 
抜け上が てしま た抜け上がってしまった
農業倉庫 

（白石町） 
（白石町新拓） （白石町新拓） 

９ 



地下水取水抑制による効果地下水取水抑制による効果抑 果抑 果

縫ノ池の湧水の復活縫ノ池の湧水の復活  

平成１４年平成１４年  平成 年平成 年

    ４０年ぶりに水が湧いた４０年ぶりに水が湧いた  

縫いの池（白石町）縫いの池（白石町）    縫いの池（白石町）縫いの池（白石町）

１０ 

佐賀県における渇水状況佐賀県における渇水状況

筑後川水系では、水不足がたびたび生じ取水制限が行われている。 
１１ 



筑後川における瀬の下地点筑後川における瀬の下地点  
標流量 確保標流量 確保目標流量の確保目標流量の確保  

目標流量 

瀬の下地点で６月の代掻き期から９月にかけて４０ｍ3／ｓを確保できない期間が発生すると、下流の既得用水（農業）や 
水産業への影響が懸念される。 

月 

１２ 

伊万里市第４工業用水概要伊万里市第４工業用水概要
参  考 

伊万里市第４工業用水概要伊万里市第４工業用水概要

事業名 伊万里市第 業用水道事業事業名 伊万里市第 業用水道事業事業名：伊万里市第４工業用水道事業事業名：伊万里市第４工業用水道事業

施行年度：平成１８～２１年度施行年度：平成１８～２１年度  
総事業費：１７０億円総事業費：１７０億円  
給水能力：２５ ０００ｍ給水能力：２５ ０００ｍ3/3/日日給水能力：２５，０００ｍ給水能力：２５，０００ｍ3/3/日日
取水源：２級河川有田川取水源：２級河川有田川  
貯水施設：４２貯水施設：４２haha、海上締切り（二重鋼矢板）、海上締切り（二重鋼矢板）  
総貯水量：２ ４６０千ｍ総貯水量：２ ４６０千ｍ33総貯水量：２，４６０千ｍ総貯水量：２，４６０千ｍ33  

                    

１３ 



伊万里第４工業用水平面図伊万里第４工業用水平面図伊万里第４工業用水平面図伊万里第４工業用水平面図

１４ 

伊万里第４工業用水伊万里第４工業用水伊万里第４工業用水伊万里第４工業用水

１５ 


